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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・今週の入浴日はAユニット　水、金　17時～　Bユニット、火、土１６時～となります。

・病棟内の電気、水道、暖房を節約して下さい。

・中間サマリー、ケアプロセスを25日までに入力しておいてください。

・全スタッフは、パソコン上でのレントゲン画面の操作方法を覚えて下さい。

・4/4の入社式が4/1に変更になるので勤務変更し調整します。

· 人事考課表を今月中に提出して下さい。

＜患者様連絡事項＞
· 山田　隆雄様～3/24（木）午後に北病棟に転棟になります。

・舘　ひろ子様～3/25(金)面談してから3/26(土)外出予定となります。

　　　　　　　　マッサージ器ですがDr許可出ていますが、使用時以外は詰所預かりとなります。本人希望にてナパゲルン処方になっています。

・阿部　文香様～3/18(金)にデジタル血圧計を投げつけて破損されています。今後は患者様負担の方向で、ご家族様に連絡していきます。

· 曽我　正子様～本日夕～パスタ類禁止食となります。

· 中山　真由美様～排便5日ない為、本人希望にて下剤の希望があり、センナリド2錠が　

臨時処方となっています。

＜注目患者様評価・検討＞

· 阿部　文香様～本日イライラ感を訴える事はありませんが、衝動的な器物破損に注意し、　　　

他者トラブルに注意していきましょう。また、訴えを傾聴し、相談相手となり、気分の安定が図れるように介入していきましょう。

· 坂　貢様～異常体験に左右された行動・発言は目立たず、比較的に落ち着きが見られて　　

います。作業・プログラムには奇異な行動が時折見られますが最後まで参加できています。時に眼光の鋭さが見られるので、衝動的な行動に注意して観察を行っていきましょう。

· 菅井　浩子様～作業中、一人で病棟へ戻ろうとする事があり、スタッフが声掛けして再

び取り組んでいます。病棟では徘徊や他室侵入が見られ落ち着きのなさ

が見られています。今後は食事摂取状況や摂取量の観察、しかめ顔などの表情の変化に注意して観察していきましょう。

· 中川原　義雄様～やや気分高揚が見られ、口数の多さ、他患者様との交流場面が多く見　

られています。病状悪化時は不眠、易怒性、攻撃性が見られる方ですので、他患者様とのトラブルに注意し、本人へ自覚を促し、自己コントロール出来るように援助していきましょう。

· 江刺家　陽輝様～本日、表情の暗さや自室にこもりがちで、希死的発言が聞かれていま　

す。突発的に自傷行為の危険性がある方ですので、訴えを傾聴し、危険行為に至らないよう本人の理解度に合わせて説明していきましょう。

＜ＯＴ報告＞

· 大橋　照子様～作業室への移動後は最後まで過ごすことは出来ていますが、ここ最近、

作業中に手の痺れ、疲労感を訴えています。今後も体調を確認しながら、継続的に作業に参加できるように促し、活動性を高める援助を行っていきましょう。

＜心理～＞

· 舘　ひろ子様～Ｈ．23.2.18当院退院後は外来通院を継続していくことになっていたが、　　

　　　　　　　　まもなく飲酒を再開し連続飲酒状態となりＨ。23.2．23東病棟Ｄユニットへ6回目の入院となる。アルコール依存症治療プログラムは、外出泊を通して家族との関係の中で飲酒行動にいたるストレス等を振り返り、対応方法を考ていく形式の内容になっています。13/18日(金)～導入になります。日常生活面での取り組み状況の観察をしていきましょう。

＜アルコール依存症治療プログラム確認＞

月曜日～木曜日は、読み物、振り返りをして頂き、金曜日はご家族の面談、（10：00～11：00）土曜日は外出泊、日曜日は振り返りとなります。

　

　　　　　

＜田名部Dr診察＞

· 中村　るみ子様～本日13時30分に帰院。14時に家族面談実施し、今後の方向性、退　　　

院について話し合っている。コリネール錠が臨時薬継続で処方になり、

降圧剤のアルダクトンA（25）（1）1×7も追加処方となっています

＜病棟事業年間報告＞スタッフ育成・教育

知識の習得を目標とし、病棟カンファレンス内での勉強会を実施。精神科疾病または、その時々の状況にあわせた内容を検討。予定通りの開催が出来るよう、各担当へ準備を事前に依頼。予定通りの実施が出来ない場合の、日程調整を行った。

